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表6 R群との比軟で差のあった項目

項 畳 5N.1̂# LR13̂#

1.i噂語しか話せない*** 0.0% J38.5%

212語文を話せない榊 】 8･4 I76･9

百百正室て有rNTi

4.1性器にさわる癖** l 9.4 138.5

***P<0.001 **<Po.ol

比較

アンケー トに記入されたくせや問題と面接場面で得

られた情緒 ･社会性の診断との関係を個人毎に対応さ

せて検討した｡まず,面接の結果から対象児を次の3

群に分塀した｡

Ⅰ群 :IQ75以下で知的発達遅滞のあるもの13人｡

Ⅱ群 .･明白な知的遅滞はないが,情緒社会性に問題

ありと認められたもの12人｡

II群 :その他,特に問題のないもの485人O

次にアンケー ト項目については情緒 ･社会性の問越

を明確にするために言語に関する墳目を除外して得点

Il明

･J
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蓑 7 得点からみた3群の比較

一言語を除くくせ ･情緒 ･行動上の問題-

秤 l̂数1蒜点豪渓姦以上の得点
車 重⊂垂I

1.883人(23.1%)

書芸芸等苧綜 )12 12･96Z 7 (58･3%)

班~

T~

その他の一般群

不 明
1ヽ.

%4日H2
q一u40日リ171584

4

1とⅢ差なし,皿<ⅢP<0.05,ll<1P<0.05

化を試みた｡各頁目において "はい"と答えた場合に

1点,"わからない"を0.5点, "いいえ''を0点とし

て,それぞれの個人について得点を算出した｡ (した

がってこの数字は 1人の幼児のもっている問題の種籾

を量化したことを意味する)

これら3群の平均得点は衷7に示す如くであり,u

群が最も高かった｡さらに.3点以上の高得点者の占

める割合を比較してみると,Ⅰ群とⅢ群の間に差はみ

られないが, II群とⅣ群,および,B郡とI郡との間

表 8 1歳時アンケー トの発達項目通過率-3歳時の成紋との関係-

豆~歳蒔わ成績
普通児 603人

｣ 革墜三上 ケ二上層月

1. 家具などにつかまってそのまわりを歩く

2. 両手をとってあげると,足を交互に運ぶ

3. 片手をとってあげると,足を交互に運ぶ

4. ミルクピソとかコップを自分でもって飲む

5. ｢マンー～｣｢プープー｣など2語以上のことばを
云い,それが食べ物や自動車を指している

6. 食べ物のことを ｢マンマ｣といえる

7. おとなの話の調子をまわして,ゴチャゴチャいっ
ている

8. おもちゃなど右手と左手に1つづつ持って遊ぶ

9. 箱やピソなどのふたをあけたりしめたりする

10. 小さな物をコップやビンなどに入れたり出したり
して遊ぶ

ll. おもちゃの自動車,電車などを手で押したり動か
した りして遊ぶ

12.鏡に写った自分におじぎしたり笑った･り鏡を相手
に遊ぶ

13. お母さんがイナイイナイノミ～をしてあげるとよろ
こぶ

14. 子どもの方からイナイイナイノミ-をやりうれしそ
うな様子をみせる

15. お母さん以外のお家の人,たとえば,お父さんや
身近な人には他人より特別に親しい表情をする

16. 幼い子どもをみると手をだして着物などにさわっ
たりすることがある｡

113叉75以下R群 [114又76~89B群

93･7% l 69･2**%

≡.'47 E 35,3:58.*.*:
92.5

73.1

73.1

76.6

82.1

82.9

79.1

87.6

81.1

96.9

85.7

80.4

92.9

92.9%
85.7

57.1

1(X).0

85,7

71.4

85.7

71.4

71.4

71.4

87.6

85.7

1(X).0

64.3*

64.3

85.7

***P<o_ool 桝P<0.01 *P<0.05



#35* #3%.1976

に有意の差が認められ (P<0.05),u群の方が高かっ

た｡これはテス トにのらなかったⅡ群 (不能な老)紘

アンケー トにおいても得点が高かったことを意味して

いる｡

(3) 3歳- 2歳時と1歳時の成績との比較

A,3歳時点に遅滞の認められた者

回申ビネ-知能検査により3歳時点に遅滞の認めら

れたR群13名と境非子柳城にあった老B群14名について

満 1歳時点におけるアンケ- トの成績を検討したo正

常児に比較してR群は7項目において通過率が有意に

低く,B群は 1項において通過率が有意に低かった｡

(ぷ8参照)したがって,これらの7項目は遅滞児発

見のための手がかりとなりうることを示唆している｡

B.満 1歳時アンケー トの評価

表9 追跡調査による満1歳時アンケー ト法の評価

1歳時発達7項目の結果

晶空堤 忍不 叫 計

2-
3
歳時
調査
の

IQ 75以 下 1 1J15
局 T3):;2｡予｡)I(6.7).(100.0)

重度運動機能酎 2ioioI(1...0)
2

% L(100.0);
明ぢ荊豆商善友~l痛.-83J｢1671T~T｢ 5ラ｢

ど(｡チ2)～(1;チ｡)
‥L;
tuft.

竜8
41

f(igヲ2逓 チ2)≡(.チ6)描 ?0)

鵬.圧
L

(iRl星野なし______

不 明

(注)*FalseNegative 糊 FalsePositive

表9は追跡調査による満 1歳時アンケー ト法の評価

である｡先にのべたアンケー トの7項目に注目し,そ

れぞれの頭目に ｢いいえ｣と回答した場合に 1点,｢わ
からない｣に0.5点を与えて得点化した｡得点3以上

と未満のものとに分けてスクリーニングし,2-3歳

時点における直接法との関係を検討した｡その結果,

1Q75以下の老15名のうち11名 (73.3%)を抽出でき

るが,3名 (20.0)は FalseNegativeとしてもれるこ

とになる｡また,明らかな障害や遅滞のない者 571名

のうち83名 (14.5%)は FalsePositiveとして抽出さ

れることが判明したo

V 考 察

我 は々満 1歳の健康診査をうけた子どもをもつ養育

者を子どもが満2歳前後に調査して報告したが,今回

は同じ対象者を満3歳の時点で追跡し,養育者が直面

している諸問題 (くせや行動上の問題)を調査した｡

なお,対象群の中に知的発達遅滞児も含まれることか

ら,満 1歳時点で実施したアンケー トの発達項目の再
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検討を試み,早期発見に役立つ可能性のある項目を抽

出した｡

(1) くせや行動上の問題

常に成長,発達しつづける子どもの情緒的な問題に

ついて Chapman ら3)は①習慣づけ (habittraining)

がうまくいかない,(診学習がうまくいかない,(9話し

言葉の問題の3つに分けて論じている｡今回の調査で

は蒲3歳児の養育者が問題としているのは,特に①と

(身に関することであることが明らかになったO具体的

には表2一に示す如く,(かに関する問題としで 夜̀尿"..夜

ねていると突然泣きだした り起き上る"が各 3々0%以

上の頻度にあり, "毛布 ･タオル ･ぬいく･るみ等に執

着する" "指しゃぶり"が20-15%, "性器にさわる

癖""爪かみ"などが10-6%あった｡③に関しては"汁

ウム返しに云う" "2語文を話せない"が10-8%,

"どもろ""発音がはっきりしない"は5-3%であっ

たOこの他(Dにも(卦にも属さないものとして "人みし

りが強く母から離れない"が7%の頻度でみられた｡

a, 性差,同胞との関係

(i) 性差

夜尿と性器さわりが男児に多くみられたことは,一

般に男児は女児より排港の自律が遅 く1),又解剖学的

理由から性器で遊ぶことがあると云われている5)こと

を裏づけていると考えるoLかし,夜尿についてMa-

cfarlane.J.W.はこの時期の女児に約30%,男児に20

%と女児に頻度の多いことを報告しており,今回の成

績は必ずしも彼等の成績とは一致していない｡

一方,今回の調査で女児に多かった "夜ねていると

突然起きあがる"という項目は同じ調査表の中で.義

育者が女児の行動を昼間禁止制限することが男児より

も多いという養育態度と関連するのではないかと推測

される｡

(ll) 同胞との関係

問題の背景についてMacfarlane6)I,W.らは出生順

位が.first-bornか nonfirstbornかを考慮している.

しかし,3歳時点では弟又は妹の出生によって生じる

同胞間の菖藤がその発達過程に大きく影響すると考え

られるので,妹弟の出生の有無および対象児の出生順

位が中間位であるか否かの面から検討した｡

表5に示されるように妹や弟の出生があった児,お

よび,出生順位が中間児の方により多く出現するくせ

や行動上の問題のあることが明らかにな った｡ しか

し, "2語文を話せない"という項目が妹や弟のいな

い児の方に多いという結果は親の過保護と関係するの

かどうか今後に検討の余地が残されている｡このよう

に性差や環境によって正常児にみられるくせや行動上



138

の問題の出現率にも差のみられることが判明した｡

b. 知的遅滞児および情緒,社会的発達に問題のあ

る児と正常児との比較

面接により知的遅滞の認められた老および情緒社会

的発達に問題があると認められた者には正常児と比較

してアンケー ト項目の上にも違いが認められた｡すな

わち,知的遅滞児の場合には,言葉,友人関係,性器

さわりのような特殊なくせの項目,一方,情緒社会的

発達に問題のある児の場合にはくせや問題行動を単独

にもつよりも重複していろいろもっていることが明ら

かになった｡

面接との関係から今回使用したアンケー トは全般的

に遅滞の有無や情緒 ･社会的発達状態を把握するのに

有効であると考えられた｡また,アンケー トにみられ

た養育者のもつ問題を文字通り "くせ ･行 動上 の問

題","行動異常"と短絡的に結びつけることはさける

べきであることが示唆された｡情緒的問題はアソケー

ト項目で得点の多いものに注目してスク リー ニ ング

し,次に専門家の血接により診断と適切な指導治療が

必要であると考えられた｡

(2) 満 1歳時アンケー ト発達項目の妥当性

異常児の早期発見を目的として満 1歳時点で行った

発達に関するアンケー ト項目を満3歳時点で再評価し

た｡その結果,3歳時点で IQ75以下の者はすでに 1

歳時に7項目で正常児よりも通過率が低いが, 3歳時

点で境界領域にある者は対人関係の1項目を除いてそ

の通過率は正常児と殆ど差のないことが明らかになっ

た｡

これらの判別能力の高い7項目を得点化し,3J.[!-.以

上のものを抽出すると,2-3歳時にlQ75以下の15

名のうち3名はもれる｡しかし,資料の参照によりこ

の3人は遅れの原因として素質,疾病の要因の他に,

養育者の子ども-の関心や環境がかなり作用している

と考えられる症例であった｡母親が家業 (商売)に従

事して多忙のため,子どもを正確に把握しておらず,

明白な遅滞行動が出現した2-3歳時点になってはじ

めて異常に気づいた例が含まれている｡一方, False

Positive として1歳時アソケ～ トで抽出された正常児

について検討した結果,83人中に未熟児13人(15.7%)

が含まれていた｡しかし,その他は特別な障害疾病が

小 児 保 健 研 究

認められないことから,発達の個人差の問題であろう

と推測される｡

V まとめ

昭和46年度に出生し東京都足立区のK保健相談所に

おける1歳児健診を訪れた子どもとその母親を対象と

して縦断的に追跡してきた｡今回は養育者-のアソケ

- ト法によって満3歳児のくせや行動上の問題や特徴

を把握し.それらの問題をどのようにとり扱 うべきか

について検討した｡また,遅滞児の早期発見のため,

2-3歳時点の資料を参考に対象児が満 1歳時に実施

したアソケ～ トの発達項目につき再検討した｡その結

莱,① くせや問題行動を単独にとりあげて,正常や異

常を判断することは適切でない,(参満3歳時点で明ら

かな発達遅滞のある者を抽出するために,満 1歳時点

におけるアンケー ト法は発達項目を厳避すれば,かな

り有効であることが明らかになった｡

附託 :前江北保健相談所長岡愛子先生,および江北保

健相談所職長の方々の御協力に心から感謝いた

します｡
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